
 

令和 7 年度  浜田城資料館事業報告書  

 

1 展示事業  

（ 1）展示について  

 展  示  名  期  間  来館者数  
開館  
日数  

1 日平均  
入館者数  

【前年度継続】 
企画展「浜田城とその城下」 

4/1～5/25 1,680 人 47 日 35.74 人 

企画展「目で見る外ノ浦と船道具」 6/7～9/28 1,822 人 97 日 18.78 人 

企画展「老中になった浜田藩主」 10/11～1/25 2,105 人 87 日 24.19 人 

企画展「絵図にみる浜田町人地の変遷」 2/7～3/31   859 人 90 日 9.54 人 

合    計  6,466 人 274 日 23.59 人 

 

（ 2）利用状況の年度別推移について  

年  度  期  間  来館者数  開館日数  1 日平均入館者数 

令和元年 度  10/12～ 3/31 2,598 人  140 日  18.55 人  

令和 2 年度  4/1～ 3/31 3,490 人  243 日  14.36 人  

令和 3 年度  4/1～ 3/31 2,715 人  247 日  10.99 人  

令和 4 年度  4/1～ 3/31 3,791 人  273 日  13.88 人  

令和 5 年度  4/1～ 3/31 4,795 人  278 日  17.24 人  

令和 6 年度  4/1～ 3/31 5,073 人  279 日  18.18 人  

令和 7 年度  4/1～ 3/31 6,466 人  274 日  23.59 人  
 

（ 3）学校関係利用について  

展示事業等に合わせて、下記の学校等の利用があった。  

 

2 普及事業  

（ 1）企画事業について  

  展示内容や季節などに関連するテーマを設け、館内において来館

者を対象とした事業を実施した。  
展  示  事  業  名  期  間  場  所  参 加 人 数  

【前年度継続】みんなで咲かせよう！  
「さくらの木」 2025 

4/1～4/13 展示室 2 -  

月  団  体  名  入館者数  

7 第二 中 学 校 3 年 生 (ふ るさと 学習 ) 45 人  

9 松原 小 学 校 4 年 生 (ふ るさと 学習 ) 21 人  

10 
第三 中 学 校 2 年 生 (ふ るさと 学習 ) 6 人  

第一中学 校、浜 田 東中学校 (職 場体験 )  4 人  

1 雲城 小 学 校 6 年 生 (ふ るさと 学習 )  19 人  

合    計  95 人  



 

夏休み企画  
常設展「浜田城」クイズ  
企画展「目で見る外ノ浦と船道具」クイズ 

7/19～8/31 展示室 1 115 人  

企画展「老中になった浜田藩主」関連企画 
手づくり甲冑装備体験会  

12/7・1/18 
展示室 1
学習室 

53 人  

【次年度継続】みんなで咲かせよう！  
「さくらの木」 2026 

3/7～3/31 展示室 1 214 人  

 

（ 2）協力事業について  

  ・浜田城山茶会  

   日時：令和 7 年 5 月 3 日・ 4 日  

   主催： NPO 法人浜田芸術文化のまちづくり推進協会  

      一般社団法人茶道裏千家淡交会石見支部  

  ・どんちっちはまだ！スタンプラリー 2025 

   日時：令和 7 年 10 月 1 日～令和 8 年 1 月 6 日  

   主催：浜田市観光協会  

  ・浜田城山の秋を楽しむ茶会  

   日時：令和 7 年 10 月 12 日  

   主催：浜田の茶道文化を育てる会  

  ・豊秋の茶会  

   日時：令和 7 年 10 月 19 日  

   主催：表千家浜田地区会  

（ 3）その他  

   浜 田 市 消 防 本 部 が 定 め る ま ち か ど 救 急 ス テ ー シ ョ ン 制 度 に お

いて新たに認定された。  
 

3 ＰＲ事業  

  ・パンフレット増刷業務  

    「浜田城資料館」、「日本遺産  北前船寄港地  外ノ浦」のパン  

   フレットを増刷し、配布した。  

  ・ Instagram による情報発信  

年  度  投稿件数 ﾌｫﾛﾜｰ数   年  度  投稿件数 ﾌｫﾛﾜｰ数  

令和元年度 - - 令和 5年度 50 482 

令和 2年度 46 139 令和 6年度 48 574 

令和 3年度 63 274 令和 7年度 52 783 

令和 4年度 56 354 ※令和 2 年 3 月 31 日から Instagram 開始 

  ・メディア出演  

    石見 CATV「マイタウンはまだ」、「探偵社、ぶらり」内で紹介。  

    山陰中央新報の誌面に掲載。  
 

4 その他  

  アンケートの回答数を増やすため、令和 7 年 9 月から来館者に

アンケート用紙を配布。 令和 6 年度 117 枚回収→令和 7 年度 1,780 枚回収 



《性　別》

①男性 ②女性 無回答 合計

1,218 553 9 1,780

《年　齢》

①10代以下 ②20代 ③30代 ④40代 ⑤50代 ⑥60代 ⑦70代 ⑧80代以上　 無回答 合計

74 106 124 222 486 451 248 45 24 1,780

《お住まい》

①浜田市内 ②県内 ③県外 ④海外 無回答 合計

239 145 1,349 25 22 1,780

《交通手段》 ※R7.4月～8月まで集計

①徒歩 ②自転車 ③自家用車 ④タクシー ⑤バス・JR ⑥レンタカー ⑦その他 無回答 合計

17 5 36 1 12 6 1 0 78

①はじめて ②2～3回 ③4～5回 ④6回以上 無回答 合計

1,535 124 46 61 14 1,780

※R7.4月～8月までの集計

①資料館の見学
②浜田城跡・

        外ノ浦の見学

③建築物

   （御便殿）の見学
④外ノ浦の見学

⑤建物（御便殿）

の見学 ⑥その他 無回答 合計

36 15 40 3 5 5 0 104

※R7.9月～R8.3月までの集計

①展示の見学 ②浜田城跡 ③外ノ浦 ④御便殿 ⑤続100名城スタンプ ⑥その他 無回答 合計

757 1,021 78 76 591 85 0 2,608

4．当館の展示などにより浜田城や北前船、建築物（御便殿）についてわかりましたか？

①わかった ②少しわかった ③わかり

　　にくかった
無回答 合計

1,059 661 12 48 1,780

※R7.4月～8月までの集計

①浜田市HP その他のHP ②広報はまだ ③知人など ④チラシ・ポスター・

パンフレット
⑤テレビ・ラジオ ⑥新聞

⑦当資料館

公式インスタ
⑧続100名城関係 ⑧その他 合計

6 15 0 7 3 0 1 0 21 18 71

※R7.9月～R8.3月までの集計

①インターネット ②当館公式SNS ③続100名城関係 ④家族・知人など
⑤チラシ・ポスター・

パンフレット
⑥広報はまだ ⑦テレビ・ラジオ ⑧新聞 無回答 合計

252 35 915 211 206 65 26 21 4 1,735

別紙1のとおり

6．当館で興味を持たれたことや、知りたいと思ったことがあればお教えください。

7．当館へのご希望、ご意見があればお聞かせください。

別紙2のとおり

5．当館について何からお知りになりましたか。

２．当館に来られたのは何回目ですか。

３．今回ご来館の目的をお教えください。（複数回答可）

【令和7年度　アンケート集計結果】
集計期間：令和7年4月１日～令和8年3月31日　令和7年度入館者数6,466名　回収数1,780枚　回収率27.52%

１．お客様ご自身についておきかせください。（複数回答可）
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令
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7
年
4
月
～
令
和
8
年
3
月
ア
ン
ケ
ー
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答
（
N
o
.
6
）
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一
部
抜
粋

 
 

6
.
当
館
で
興
味
を
持
た
れ
た
事
や
、
知
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

 
 【
浜
田
城
関
係
】

 
・
浜
田
城
の
元
の
形
（
1
0
代
以
下
・
男
性
・
広
島
県
9
/
6

 
 
・
浜
田
城
の
築
城
経
緯
（
6
0
代
・
男
性
・
千
葉
県
千
葉
市
）
9
/
2
1

 
・
浜
田
城
の
石
垣
に
つ
い
て
く
わ
し
く
知
り
た
い
。
つ
み
方
・
石
に
刻
印
が
あ
る
か
な
ど
（
6
0
代
・
女
性
・
奈
良
県
）
9
/
2
8

 
・
城
の
こ
と
が
も
う
少
し
く
わ
し
く
あ
っ
た
ら
よ
い
。
（
5
0
代
・
男
性
・
広
島
県
呉
市
）
1
0
/
2
4
・
お
城
の
位
置
が
面
白
い
場
所
に
あ
っ
た
所
（
2
0
代
・
女
性
・
広
島
県
）
1
1
/
2
9

 

・
内
桝
形
の
守
り
・
浜
田
の
由
来
（
6
0
代
・
男
性
・
岡
山
県
美
作
市
）
1
1
/
8

 

・
今
ま
で
何
度
か
見
た
は
ず
の
瓦
、
昨
日
、
城
址
に
上
が
り
説
明
を
受
け
て
か
ら
は
よ
り
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。
（
5
0
代
・
女
性
・
市
内
）
1
1
/
9

 

・
お
城
で
使
わ
れ
て
い
た
軒
平
瓦
が
城
主
ご
と
に
並
べ
ら
れ
て
い
て
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
展
示
の
さ
れ
方
が
と
て
も
見
や
す
か
っ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

 

 
（
6
0
代
・
女
性
・
岡
山
県
）
1
1
/
2
4

 

・
浜
田
藩
の
事
（
城
）
、
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
甲
冑
を
手
作
り
で
展
示
し
て
あ
る
も
の
を
始
め
て
見
ま
し
た
。
（
6
0
代
・
女
性
・
県
内
・
大
田
市
）
1
0
/
２
８

 

・
浜
田
城
の
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
最
近
は
城
に
も
興
味
が
あ
る
の
で
、
ま
た
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
（
6
0
代
・
女
性
・
広
島
県
広
島
市
）
1
1
/
2
9

 

・
浜
田
城
の
歴
史
的
な
説
明
。
姿
は
現
在
な
い
が
、
当
時
の
様
子
、
建
物
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
分
か
っ
た
。
（
6
0
代
・
男
性
・
広
島
県
広
島
市
）
1
2
/
2

 

・
浜
田
城
の
出
土
器
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
（
4
0
代
・
男
性
・
千
葉
県
白
井
市
）
1
/
8

 

・
浜
田
城
資
料
館
や
浜
田
城
は
行
っ
た
の
で
す
が
、
浜
田
藩
主
の
こ
と
が
く
わ
し
く
説
明
さ
れ
て
い
て
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
情
報
料
が
多
す
ぎ
て
分
か
り
に
く
い
こ
と
も
あ
り

 

ま
す
。
（
7
0
代
・
男
性
・
広
島
県
廿
日
市
市
）
1
/
1
7

 

・
浜
田
城
に
関
す
る
情
報
だ
け
で
な
く
、
城
下
町
の
建
説
や
、
測
量
、
御
便
殿
、
港
町
と
し
て
の
歴
史
な
ど
多
様
な
時
代
に
お
け
る
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
興
味
深
か

 

 
っ
た
で
す
。
ま
た
次
の
展
示
も
見
に
き
た
い
で
す
。
（
2
0
代
・
男
性
・
愛
知
県
春
日
井
市
）
3
/
3

 

・
天
気
が
よ
く
て
車
が
小
さ
け
れ
ば
外
ノ
浦
、
浜
田
城
跡
な
ど
に
行
っ
て
み
た
か
っ
た
。
（
5
0
代
・
女
性
・
大
分
県
大
分
市
）
3
/
1
8

 

・
城
が
焼
け
た
ん
じ
ゃ
無
く
て
明
治
の
地
震
で
崩
れ
た
（
6
0
代
・
男
性
・
市
内
）
3
/
2
2

 

・
浜
田
城
が
C
G
化
さ
れ
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
た
。
（
6
0
代
・
男
性
・
広
島
県
・
広
島
市
）
1
0
/
2
3

 

・
模
型
で
城
を
立
体
的
に
見
れ
て
よ
か
っ
た
。
（
5
0
代
・
男
性
・
広
島
県
広
島
市
）
1
2
/
7

 

・
城
主
の
一
日
の
行
動
や
参
勤
交
代
の
道
筋
な
ど
が
わ
か
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
本
で
読
ん
だ
の
と
て
ら
し
併
せ
て
み
た
い
。
（
7
0
代
・
男
性
・
市
内
）
1
/
1
8

 

・
最
後
の
藩
主
や
竹
島
事
件
を
知
り
た
い
で
す
。
（
5
0
代
・
男
性
・
富
山
県
）
４
/
2
6

 

・
大
名
の
代
が
わ
り
、
い
れ
か
わ
り
が
多
か
っ
た
こ
と
が
浜
田
の
地
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
の
か
（
4
0
代
・
男
性
・
熊
本
県
熊
本
市
）
3
/
1
7

 

・
古
田
重
治
は
な
ぜ
こ
の
地
に
城
を
築
い
た
か
。
古
田
以
前
、
毛
利
は
ど
こ
で
こ
の
地
を
支
配
し
て
い
た
の
か
？
（
7
0
代
・
男
性
・
神
奈
川
県
横
浜
市
）
1
0
/
2
5

 

・
松
平
家
や
他
の
藩
主
が
色
々
な
場
所
へ
転
封
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
浜
田
藩
が
栄
え
て
い
た
事
が
わ
か
っ
た
。
（
5
0
代
・
女
性
・
山
口
県
山
口
市
）
1
1
/
3

 

・
松
平
初
代
が
沼
津
な
の
で
親
近
感
が
わ
い
た
。
（
5
0
代
・
男
性
・
静
岡
県
富
士
市
）
1
1
/
1
4

 

・
松
井
松
平
氏
の
解
説
が
よ
か
っ
た
。
特
に
系
図
が
興
味
深
か
っ
た
。
（
3
0
代
・
男
性
・
京
都
府
京
都
市
）
1
/
2
5

 

・
浜
田
藩
城
主

 
最
後
の
城
主
が
徳
川
慶
喜
の
弟
だ
っ
た
と
は
。
私
は
司
馬
遼
太
郎
の
花
神
の
フ
ァ
ン
で
す
。
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
（
7
0
代
・
男
性
・
山
口
県
宇
部
市
）
3
/
1

 

・
浜
田
城
主
の
生
活
に
つ
い
て
何
か
資
料
が
残
っ
て
い
れ
ば
知
り
た
い
。
（
8
0
代
以
上
・
女
性
・
市
内
）
3
/
4

 

・
浜
田
城
主
は
外
様
→
藩
代
→
親
藩
と
の
変
遷
を
経
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
（
7
0
代
・
男
性
・
愛
媛
県
東
温
市
）

 

・
歴
代
の
城
主
に
つ
い
て
、
詳
し
く
解
説
す
る
文
が
あ
る
と
面
白
い
か
も
と
思
い
ま
し
た
。
（
3
0
代
・
男
性
・
京
都
府
京
都
市
）
3
/
2
2

 



  ・
老
中
に
ま
で
な
ら
れ
た
方
が
お
ら
れ
た
こ
と
事
を
初
め
て
知
り
良
か
っ
た
で
す
。
（
7
0
代
・
女
性
・
市
内
）
1
0
/
1
1

 

・
小
さ
な
お
城
だ
と
思
っ
た
が
、
歴
史
が
あ
り
老
中
を
排
出
し
て
い
る
な
ど
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
（
5
0
代
・
男
性
・
大
阪
府
・
泉
大
津
市
）
1
0
/
1
2

 

・
松
平
康
任
肖
像
は
養
邦
（
お
さ
く
に
）
謹
写
と
あ
る
の
で
、
橋
本
雅
邦
の
お
父
さ
ん
が
描
い
た
の
で
す
ね
。
（
4
0
代
・
男
性
・
江
津
市
）
1
0
/
2
3

 

・
浜
田
藩
主
が
老
中
と
し
て
幕
政
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
（
３
０
代
・
男
性
・
東
京
都
北
区
）
1
0
/
２
９

 

・
戊
辰
戦
争
時
の
浜
田
藩
の
動
き
や
、
田
沼
家
と
松
平
の
姻
戚
関
係
に
つ
い
て
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。
ま
た
康
任
所
用
甲
冑
は
保
存
状
態
が
と
て
も
よ
く
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
、

 

 
じ
っ
く
り
見
る
事
が
出
来
て
楽
し
か
っ
た
で
す
！
（
2
0
代
・
女
性
・
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
1
1
/
1

 

・
老
中
と
の
関
係
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
説
明
は
、
視
点
が
し
ぼ
ら
れ
て
い
て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
（
4
0
代
・
男
性
・
広
島
県
）
1
1
/
1
6

 

・
松
平
康
福
の
娘
が
田
沼
意
次
の
息
子
の
正
室
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
（
7
0
代
・
男
性
・
福
井
県
）
1
1
/
1
9

 

・
浜
田
松
平
康
福
が
藩
主
だ
っ
た
と
初
め
て
知
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
大
河
ド
ラ
マ
べ
ら
ぼ
う
で
相
島
さ
ん
が
演
じ
て
い
た
の
と
つ
な
が
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

 

 
（
5
0
代
・
男
性
・
北
海
道
江
別
市
）
1
1
/
2
6

 

・
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
に
康
福
が
出
て
い
た
の
で
初
め
て
興
味
を
も
っ
た
。
田
沼
の
評
価
が
以
前
の
も
の
と
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
浜
田
藩

主
の
評
価
も
変
え
て
い
け
ば
お
も
し
ろ
と
思
っ
た
。
会
津
屋
八
右
衛
門
の
評
価
も
本
当
は
も
っ
と
複
雑
だ
と
思
う
の
で
資
料
の
研
究
等
で
わ
か
る
こ
と
が
あ
れ
ば
見
て
み
た
い

で
す
。
（
6
0
代
・
女
性
・
市
内
）
1
/
2
2

 

・
浜
田
に
も
優
れ
た
刀
工
さ
ん
が
い
れ
ば
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。
（
3
0
代
・
男
性
・
大
田
市
）
1
1
/
1
3

 

・
貴
重
な
資
料
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
甲
冑
の
美
術
品
と
し
て
の
細
か
な
造
形
の
美
し
さ
に
目
を
見
は
り
ま
し
た
。
（
5
0
代
・
男
性
・
市
内
）
1
/
2
2

 

・
徳
川
家
と
の
つ
な
が
り
を
は
じ
め
て
山
陰
の
要
所
と
し
て
大
切
な
地
と
認
識
し
ま
し
た
。
（
6
0
代
・
男
性
・
広
島
県
広
島
市
）
1
1
/
3

 

・
浜
田
藩
の
飛
地
の
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
野
市
の
飛
地
の
近
く
に
以
前
住
ん
で
い
て
、
そ
の
頃
に
知
っ
て
い
た
ら
良
か
っ
た
の
に
と
思
い
ま
し
た
。

 

 
（
5
0
代
・
女
性
・
県
外
）
1
1
/
2
2
 

・
天
保
の
飢
饉
で
米
を
民
に
配
っ
た
り
…
と
時
代
は
変
わ
っ
て
も
人
の
生
活
は
繰
り
か
え
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
…
と
思
っ
た
。
歴
史
を
知
る
の
は
お
も
し
ろ
い
。

 

 
（
6
0
代
・
女
性
・
広
島
県
安
芸
郡
）
1
1
/
2
4

 

・
古
い
地
図
に
興
味
を
持
っ
た
。
石
見
銀
山
料
の
中
に
飛
び
地
に
な
っ
て
い
る
浜
田
藩
領
は
ど
こ
な
の
か
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
（
6
0
代
・
男
性
・
江
津
市
）
2
/
1
3

 

・
実
戦
に
用
い
ら
れ
た
城
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
実
際
ど
の
よ
う
な
進
軍
が
あ
っ
た
の
か
、
落
城
後
の
城
下
町
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
な
ど
も
知
れ
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

 

 
（
3
0
代
・
女
性
・
福
岡
県
福
岡
市
）
1
1
/
2
0

 

・
浜
田
の
城
下
の
様
子
が
少
し
わ
か
っ
た
。
武
家
屋
敷
の
状
況
を
知
り
た
い
。
（
5
0
代
・
女
性
・
広
島
県
広
島
市
）
2
/
2
2

 

・
城
下
町
の
C
G
を
作
っ
て
欲
し
い
。
町
人
の
歴
史
も
ア
ピ
ー
ル
を
（
5
0
代
・
男
性
・
市
内
）
1
2
/
1
2

 
・
浜
田
藩
で
の
市
井
の
暮
ら
し
が
ど
の
様
で
あ
っ
た
か
知
れ
れ
ば
。
（
5
0
代
・
男
性
・
市
内
）
9
/
2
5

 

・
浜
田
八
町
の
企
画
展
興
味
深
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
け
ど
地
図
の
字
が
読
め
ず
、
現
代
風
に
記
入
し
て
あ
る
も
の
も
あ
れ
ば
な
お
楽
し
め
た
か
も
（
5
0
代
・
女
性
・
市
内
）
2
/
7

 

・
測
量
で
土
井
格
介
と
伊
能
が
つ
な
が
っ
て
い
て
う
れ
し
か
っ
た
！
！
（
6
0
代
・
男
性
・
茨
城
県
）
3
/
2
6

 

・
昔
の
地
図
の
作
成
方
法
や
彩
色
の
方
法
な
ど
、
そ
う
い
え
ば
ど
う
な
ん
だ
と
改
め
て
気
付
き
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
形
、
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
山
口
か
ら
き
た

の
で
毛
利
は
そ
う
い
え
ば
外
様
で
島
根
は
松
平
だ
け
ど
、
そ
の
理
由
が
わ
か
っ
て
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
し
た
。
（
5
0
代
・
女
性
・
山
口
県
宇
部
市
）
3
/
2
7

 

・
浜
田
八
町
の
家
割
な
ど
に
興
味
が
あ
る
。
浜
田
城
に
つ
い
て
も
（
7
0
代
・
男
性
・
市
内
）
3
/
2
8

 

・
岸
静
江
と
扇
原
門
の
話
や
第
二
次
幕
長
戦
争
戦
争
に
つ
い
て
興
味
を
惹
か
れ
ま
し
た
。
（
1
0
代
・
男
性
・
市
内
）
5
/
2
5

 
・
浜
田
藩
が
第
二
次
長
州
征
伐
で
敗
れ
、
現
在
の
津
山
市
へ
逃
れ
た
歴
史
（
5
0
代
・
男
性
・
岡
山
県
津
山
市
）
9
/
1
3

 
・
幕
長
戦
争
で
の
浜
田
の
落
城
を
考
古
学
的
視
点
か
ら
考
察
を
行
い
た
い
と
思
っ
た
。
た
の
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
来
ま
す
。
（
2
0
代
・
女
性
・
大
阪
府
八
尾
市
）
1
2
/
2
8

 

・
こ
こ
で
戦
地
と
な
り
長
州
軍
と
戦
っ
た
の
は
も
っ
と
知
り
た
か
っ
た
で
す
。
平
和
な
世
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
人
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

 
（
3
0
代
・
男
性
・
長
崎
県
長
崎
市
）
1
1
/
3

 

・
四
境
の
役
で
地
元
と
関
係
し
て
い
る
の
で
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
（
6
0
代
・
男
性
・
広
島
県
大
竹
市
）
1
1
/
3
0

 



  ・
ど
の
よ
う
に
し
て
大
村
益
次
郎
は
、
浜
田
城
を
陥
落
さ
せ
た
の
か
。
（
1
0
代
以
下
・
男
性
・
山
口
県
周
南
市
）
3
/
2
2

 

・
浜
田
の
歴
史
表
の
わ
か
り
や
す
い
も
の
が
あ
れ
ば
と
思
っ
た
、
ビ
デ
オ
で
概
要
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
（
6
0
代
・
男
性
・
静
岡
県
掛
川
市
）
1
2
/
1
2

 

・
竹
島
事
件
の
展
示
が
欲
し
い
。
（
2
0
代
・
男
性
・
大
阪
府
大
阪
市
）
1
2
/
2
8

 

・
今
の
浜
田
市
と
の
情
報
の
比
較
。
今
後
の
取
り
組
み
（
5
0
代
・
男
性
・
市
内
）
５
/
1

 
・
浜
田
藩
領
内
の
、
特
に
山
間
部
（
現
在
の
旭
町
や
金
城
町
な
ど
）
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
和
紙
、
鉄
の
生
産
に
よ
る
北
前
船
の
輸
出
の
記
録
や
、

村
絵
図
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
拝
見
し
た
い
で
す
。
（
3
0
代
・
女
性
・
広
島
県
広
島
市
）
9
/
2
1

 

・
お
初
の
そ
の
後
の
人
生
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
お
し
え
て
下
さ
い
。
（
年
齢
記
載
な
し
・
男
性
・
市
内
）
3
/
3

 

【
日
本
遺
産
・
北
前
船
関
係
】

 
 

 
・
思
っ
て
い
た
よ
り
展
示
が
解
り
易
く
て
て
い
ね
い
で
外
ノ
浦
に
興
味
が
わ
い
た
。
（
6
0
代
・
女
性
・
市
内
）
9
/
2
5

 

・
鉄
道
に
よ
る
外
ノ
浦
の
衰
退
を
も
う
少
し
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
（
2
0
代
・
男
性
・
東
京
都
板
橋
区
）
2
/
2
7

 

・
浜
田
の
港
以
外
の
資
料
（
三
隅
、
唐
鐘
、
長
浜
等
）
を
知
り
た
い
見
た
い
！
（
6
0
代
・
男
性
・
市
内
）
2
/
1
8

 

・
外
ノ
浦
が
風
待
ち
港
と
し
て
、
す
ぐ
れ
た
港
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（
7
0
代
・
女
性
・
岡
山
県
吉
備
中
央
町
）
3
/
1
9

 

・
北
前
船
の
航
路
に
石
川
県
が
多
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
。
復
興
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
よ
い
と
感
じ
た
。
（
5
0
代
・
男
性
・
神
奈
川
県
）
4
/
2
9

 

・
諸
国
御
客
船
帳

 
面
白
い
、
よ
り
詳
し
く
読
み
た
い
。
（
3
0
代
・
男
性
・
市
内
）
4
/
1
2

 
 
・
船
箪
笥
の
実
物
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
（
6
0
代
・
女
性
・
大
阪
府
）
6
/
2
6

 

・
方
位
磁
石
の
体
験
が
魅
力
的
で
し
た
。
（
2
0
代
・
女
性
・
愛
媛
県
）
8
/
1
5

 
・
船
の
進
み
方
、
や
っ
て
み
た
け
ど
難
し
い
で
す
ね
。
た
め
せ
る
の
は
お
も
し
ろ
い
で
す
。
（
5
0
代
・
女
性
・
埼
玉
県
）
9
/
2
0

 
・
干
鰯
、
漁
業
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
（
6
0
代
・
女
性
・
千
葉
県
佐
倉
市
）
1
0
/
１
１

 

・
伝
統
の
紙
す
き
は
、
す
い
た
紙
を
す
ぐ
重
ね
て
も
、
く
っ
つ
が
ず
と
れ
る
の
か
ギ
モ
ン
で
し
た
。
（
5
0
代
・
女
性
・
岡
山
県
赤
磐
市
）
1
0
/
1
8

 

・
か
わ
ら
が
北
海
道
ま
で
届
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
お
ど
ろ
い
た
。
（
1
0
代
以
下
・
女
性
・
市
内
）
4
/
1
3

 

・
石
州
瓦
に
興
味
あ
り
。
山
陰
地
方
の
瓦
が
オ
レ
ン
ジ
な
の
で
。
愛
媛
の
菊
間
瓦
は
、
ま
っ
黒
で
寒
さ
に
弱
い
。
（
７
０
代
・
女
性
・
愛
媛
県
松
山
市
）
1
0
/
2
8

 

・
石
州
和
紙
が
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
（
4
0
代
・
女
性
・
愛
媛
県
松
山
市
）
3
/
2
9

 

・
半
紙
が
面
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
感
心
し
ま
し
た
。
（
1
0
代
以
下
・
男
性
・
愛
媛
県
松
山
市
）
3
/
2
9

 

【
御
便
殿
関
係
】

 

・
御
便
殿
と
い
う
言
葉
を
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
（
5
0
代
・
男
性
・
松
江
市
）
9
/
1
2

 

・
東
宮
殿
下
、
東
郷
平
八
郎
元
帥
が
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
大
切
に
保
存
し
て
ほ
し
い
で
す
。
（
5
0
代
・
男
性
・
大
田
市
）
4
/
1

 

・
大
正
天
皇
の
御
便
殿
は
き
れ
い
に
メ
ン
テ
さ
れ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
入
場
料
せ
め
て
1
0
0
円
で
も
と
ら
れ
た
ら
？
（
7
0
代
・
男
性
・
兵
庫
県
神
戸
市
）
1
1
/
2
6

 

・
こ
の
建
物
に
つ
い
て
も
っ
と
展
示
あ
っ
て
も
い
い
か
な
と
。
（
5
0
代
・
男
性
・
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
9
/
5

 
・
た
い
へ
ん
立
派
な
建
物
で
、
皇
太
子
の
滞
在
さ
れ
た
部
屋
を
見
学
す
る
の
は
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
（
5
0
代
・
男
性
・
東
京
都
）
9
/
1
3

 

・
浜
田
市
が
浜
田
県
で
あ
っ
た
事
を
知
り
ま
し
た
。
（
6
0
代
・
女
性
・
福
岡
県
直
方
市
）
1
1
/
7

 

【
中
世
の
こ
と
】

 

・
浜
田
城
成
立
以
前
の
浜
田
の
歴
史
（
3
0
代
・
男
性
・
市
内
）
1
0
/
1
1

 

・
周
布
氏
や
岡
本
、
江
木
氏
な
ど
忠
世
、
小
石
見
時
代
の
こ
ろ
、
ま
た
は
繁
沢
元
氏
の
こ
と
を
知
り
た
い
で
す
。
（
4
0
代
・
男
性
・
市
内
）
５
/
1
5

 

・
周
布
氏
、
岡
本
氏
な
ど
小
石
見
郷
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
ろ
の
企
画
展
を
見
て
み
た
い
で
す
。
そ
れ
か
ビ
デ
オ
映
像
か
な
に
か
で
。
（
4
0
代
・
男
性
・
市
内
）
1
0
/
１
６

 

・
戦
国
期
以
前
の
浜
田
の
歴
史
に
つ
い
て
。
（
2
0
代
・
男
性
・
岡
山
県
岡
山
市
）
1
0
/
1
8

 

【
そ
の
他
】

 

・
入
場
料
を
払
っ
て
見
る
価
値
が
あ
り
ま
す
。
（
8
0
代
以
上
・
男
性
・
神
奈
川
県
）
4
/
1
5

 
・
資
料
館
の
重
要
性
が
わ
か
っ
た
。
（
6
0
代
・
男
性
・
京
都
府
京
都
市
）
9
/
1
9

 

・
地
図
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
歴
史
あ
る
町
な
ん
だ
と
改
め
て
知
っ
た
。
過
去
は
過
去
と
し
て
、
子
ど
も
が
リ
ピ
ー
ト
し
た
く
な
る
も
の
だ
と
よ
り
よ
い
と
思
う
。
（
4
0
代
・
女
性
・
市
内
）
1
1
/
8

 



  ・
歴
史
の
転
換
点
移
関
わ
っ
た
浜
田
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
（
4
0
代
・
男
性
・
福
岡
県
福
岡
市
）
1
1
/
2
4

 

・
浜
田
が
ど
の
よ
う
な
文
化
や
歴
史
を
持
つ
町
な
の
か
少
し
理
解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
（
2
0
代
・
男
性
・
東
京
都
北
区
）
2
/
1
8

 

・
建
物
の
す
ば
ら
し
さ
、
浜
田
の
歴
史
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
（
5
0
代
・
女
性
・
岡
山
県
岡
山
市
）
3
/
2
6

 

・
展
示
替
え
の
度
に
見
た
い
。
（
8
0
代
以
上
・
男
性
・
市
内
）
2
/
1
4

 

・
企
画
展
浜
田
町
の
変
遷
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
職
業
×
地
域
の
分
布
が
興
味
深
か
っ
た
し
、
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
な
ど
も
。

 

 
（
5
0
代
・
女
性
・
福
島
県
い
わ
き
市
）
3
/
2
1

 

・
年
間
通
し
て
浜
田
の
歴
史
が
判
る
文
件
が
展
示
さ
れ
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
（
8
0
代
以
上
・
男
性
・
市
内
）
3
/
2
6

 

・
高
校
生
学
芸
員
。
昔
、
戦
国
時
代
、
戦
い
の
た
め
だ
っ
た
が
、
経
済
発
展
の
た
め
の
町
で
あ
っ
た
こ
と
。
（
6
0
代
・
女
性
・
神
奈
川
県
横
浜
市
）
1
0
/
2
5

 

・
城
跡
へ
行
く
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
足
が
悪
い
の
で
城
跡
ま
で
登
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
資
料
館
で
皆
を
待
ち
、
こ
こ
で
の
説
明
の
ほ
う
が
、
浜
田
城
の
事
が
よ
く

 
 

わ
か
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
（
8
0
代
以
上
・
女
性
・
山
口
県
柳
井
市
）
1
1
/
1
6

 

・
今
の
地
図
と
重
ね
て
当
時
の
地
図
を
み
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
（
5
0
代
・
女
性
・
市
内
）
2
/
2
8

 

・
先
日
、
当
地
で
石
見
神
楽
の
上
演
が
あ
り
、
多
少
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
今
日
、
さ
ら
に
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
（
7
0
代
・
女
性
・
三
重
県
松
阪
市
）
1
1
/
6

 

・
城
跡
を
見
る
前
に
ク
イ
ズ
で
勉
強
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
（
6
0
代
・
女
性
・
岡
山
県
）
8
/
3

 

・
普
段
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
地
元
の
こ
と
を
知
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

 
（
3
0
代
・
男
性
・
市
内
）
2
/
2
2

 

・
帰
っ
た
ら
浜
田
開
府
4
0
0
年
の
Y
o
u
T
u
b
e
を
観
ま
す
。
（
6
0
代
・
男
性
・
三
重
県
鈴
鹿
市
）
1
1
/
2
6

 

・
茶
会
が
あ
り
、
楽
し
く
見
学
が
で
き
た
。
（
8
0
代
以
上
・
女
性
・
出
雲
市
）
1
0
/
1
2

 

・
手
づ
く
り
甲
冑
の
こ
と
。
（
安
来
市
と
の
ご
縁
の
こ
と
）
（
5
0
代
・
男
性
・
県
外
）
1
1
/
2
2

 

・
甲
冑
の
愛
好
会
が
あ
る
こ
と
。
（
4
0
代
・
女
性
・
愛
媛
県
東
温
市
）
1
/
2
2

 

・
手
づ
く
り
甲
冑
の
試
着
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
。
（
2
0
代
・
女
性
・
市
内
）
1
2
/
2
8

 

・
英
語
表
示
が
あ
る
と
有
難
い
で
す
。
（
6
0
代
・
女
性
・
ア
メ
リ
カ

 
ハ
ワ
イ
州
）
1
2
/
2
1

 

・
妻
の
実
家
へ
の
帰
省
で
数
多
く
来
て
い
る
が
一
度
城
山
に
来
て
み
た
か
っ
た
の
で
全
て
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
良
か
っ
た
。
（
7
0
代
・
男
性
・
大
阪
府
守
口
市
）
3
/
2
6

 

・
昭
和
初
期
～
中
期
頃
の
浜
田
を
知
り
た
い
・
参
勤
交
代
の
道
。
特
に
城
下
か
ら
山
中
へ
の
道
を
知
り
た
い
。
（
5
0
代
・
男
性
・
市
内
）
2
/
1
5

 

・
年
表
、
ゆ
か
り
の
人
物
一
覧
な
ど
あ
る
と
よ
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
（
4
0
代
・
男
性
・
記
載
な
し
）
2
/
2
6

 

・
浜
田
の
古
い
写
真
が
あ
れ
ば
見
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
（
5
0
代
・
男
性
・
大
阪
府
藤
井
寺
市
）
1
1
/
5

 

・
人
形
は
多
く
あ
っ
た
が
面
が
な
く
て
残
念
。
（
6
0
代
・
女
性
・
東
京
都
）
1
0
/
2
1

 

・
愛
知
県
か
ら
着
て
色
々
と
関
り
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
関
わ
り
を
現
代
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
（
5
0
代
・
男
性
・
愛
知
県
名
古
屋
市
）
1
1
/
1
6

 

・
石
州
瓦
を
マ
イ
ホ
ー
ム
に
使
用
し
た
い
と
思
い
島
根
を
訪
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
瓦
の
れ
き
し
が
知
り
た
い
で
す
。
（
3
0
代
・
女
性
・
栃
木
県
高
根
沢
町
）
1
1
/
8

 

・
浜
田
は
文
化
や
経
済
の
中
心
で
栄
え
て
い
た
の
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
人
口
を
増
や
し
て
栄
え
て
ほ
し
い
で
す
。
（
6
0
代
・
女
性
・
市
内
）
3
/
1
4

 



 

 

 

別
紙
2
 

令
和
7
年
4
月
～
令
和
8
年
3
月
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
（
N
o
.
7
）
※
一
部
抜
粋

 
 7
.
当
館
へ
の
ご
意
見
ご
要
望
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 
 【

展
示

に
つ

い
て

】
 
 

・
浜

田
城

主
歴

代
の

企
画

展
を

や
っ

て
欲

し
い

。
（

4
0

代
・

男
性

・
浜

田
市

内
）

４
/

１
２

 
（

7
0

代
・

男
性

・
邑

南
町

）
1

/
2

1
 

・
松

平
家

と
の

関
係

を
も

う
少

し
詳

し
く

。
（

3
0

代
・

男
性

・
兵

庫
県

神
戸

市
）

1
2

/
7

 

・
江

戸
期

の
鏡

山
事

件
に

つ
い

て
知

り
た

い
。

（
6

0
代

・
男

性
・

江
津

市
）

1
0

/
3

0
 

・
第

二
次

長
州

征
伐

に
関

す
る

資
料

を
展

示
し

て
ほ

し
い

。
（

5
0

代
・

男
性

・
岡

山
県

津
山

市
）

9
/
1

3
 

（
6

0
代

・
男

性
・

東
京

都
足

立
区

）
1

1
/
1

1
 

・
城

が
落

ち
た

歴
史

、
当

時
の

人
々

の
く

ら
し

が
分

か
る

写
真

の
展

示
（

4
0

代
・

女
性

・
市

内
）

2
/
1

4
 

・
軍

都
時

代
の

ま
ち

の
変

化
な

ど
、

戦
争

と
浜

田
に

関
す

る
展

示
が

み
た

い
で

す
。

（
4

0
代

・
女

性
・

市
内

）
2

/
1

9
 

・
中

世
の

浜
田

に
関

す
る

展
示

（
3

0
代

・
男

性
・

韓
国

）
1

2
/
1

2
 

（
4

0
代

・
男

性
・

市
内

）
2

/
1

9
 

・
尼

子
、

大
内

、
毛

利
の

争
い

の
中

で
の

浜
田

の
動

き
が

知
り

た
か

っ
た

。
（

6
0

代
・

男
性

・
大

阪
府

）
9

/
９

 

・
明

治
～

昭
和

期
の

浜
田

の
資

料
も

み
て

み
た

い
で

す
。

（
5

0
代

・
男

性
・

市
内

）
1

/
2

2
 

・
長

浜
人

形
展

示
を

も
う

少
し

順
序

だ
て

て
で

き
ま

せ
ん

か
。

例
え

ば
波

佐
セ

ン
タ

ー
の

春
の

展
示

の
よ

う
に

。
（

8
0

代
以

上
・

男
性

・
市

内
）

 

・
石

州
瓦

と
焼

物
、

甕
の

歴
史

を
知

り
た

い
。

（
7

0
代

・
男

性
・

市
内

）
1

1
/

1
5

 

・
石

見
神

楽
、

石
州

半
紙

の
資

料
も

あ
る

と
よ

い
。

（
7

0
代

・
男

性
・

神
奈

川
県

小
田

原
市

）
1

0
/
2

9
 

・
外

ノ
浦

を
も

う
少

し
広

め
て

く
だ

さ
い

。
（

7
0

代
・

男
性

・
市

内
）

2
/
1

4
 

 
 

・
国

府
の

方
の

こ
と

も
お

願
い

し
ま

す
。

（
5

0
代

・
女

性
・

市
内

）
9

/
2

3
 

・
活

気
が

あ
っ

た
頃

の
浜

田
の

古
い

写
真

が
も

っ
と

見
れ

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

（
5

0
代

・
男

性
・

市
内

）
9

/
2

5
 
 

（
8

0
代

以
上

・
女

性
・

市
内

）
2

/
1

4
 

 

・
ペ

ー
パ

ー
ク

ラ
フ

ト
の

浜
田

城
で

は
無

く
も

う
少

し
大

き
な

物
が

見
ら

れ
た

ら
と

思
い

ま
す

。
便

殿
と

し
て

の
資

料
も

あ
れ

ば
う

れ
し

い
で

す
。

（
４

０
代

・
女

性
・

市
内

）
５

/
１

 

・
資

料
館

の
建

物
の

特
徴

や
様

式
？

な
ど

、
見

所
の

説
明

が
あ

れ
ば

良
い

と
思

い
ま

し
た

。
（

5
0

代
・

男
性

・
京

都
府

八
幡

市
）

9
/
5

 

・
も

う
少

し
展

示
物

が
多

け
れ

ば
と

て
も

魅
力

的
だ

と
思

い
ま

す
。

（
5

0
代

・
男

性
・

大
阪

府
泉

大
津

市
）

1
0

/
1

2
 

・
全

体
的

に
子

供
で

も
分

か
る

よ
う

に
し

た
ら

も
っ

と
い

い
と

思
う

。
（

6
0

代
・

女
性

・
出

雲
市

）
2

/
1

4
 

・
企

画
展

ご
と

に
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
が

ほ
し

い
。

小
さ

く
て

も
継

続
し

て
展

示
替

え
(
企

画
展

)
を

し
て

ほ
し

い
！

(
5

0
代

・
男

性
・

出
雲

市
)
2

/
2

2
 

・
浜

田
城

の
ス

タ
ン

プ
を

い
た

だ
く

の
に

寄
っ

た
の

で
す

が
、

も
う

少
し

資
料

館
に

時
間

を
と

っ
て

お
け

ば
良

か
っ

た
と

、
反

省
し

て
い

ま
す

。
（

6
0

代
・

男
性

・
神

奈
川

県
横

須
賀

市
）

9
/

5
 

・
浜

田
城

目
当

て
で

し
た

が
、

そ
れ

以
外

の
展

示
が

充
実

し
て

い
て

と
て

も
良

か
っ

た
で

す
。

（
4

0
代

・
男

性
・

神
奈

川
県

相
模

原
市

）
2

/
2

2
 

・
展

示
パ

ネ
ル

の
字

の
サ

イ
ズ

が
読

み
や

す
か

っ
た

で
す

。
（

2
0

代
・

女
性

・
神

奈
川

県
）

9
/
7

 

・
見

ど
こ

ろ
が

多
く

、
ま

た
分

か
り

や
す

い
動

画
が

良
か

っ
た

で
す

。
（

5
0

代
・

男
性

・
愛

知
県

常
滑

市
）

1
0

/
1

1
 

・
Q

R
コ

ー
ド

を
つ

か
っ

た
動

画
の

展
示

物
も

よ
か

っ
た

で
す

。
ま

た
大

河
ド

ラ
マ

の
本

を
使

っ
た

展
示

物
も

お
も

し
ろ

か
っ

た
で

す
。

（
4

0
代

・
男

性
・

市
内

）
1

0
/
1

6
 

・
と

て
も

貴
重

な
浜

田
城

の
C

G
に

つ
い

て
、

ど
の

よ
う

な
城

が
あ

っ
た

か
に

つ
い

て
よ

く
知

る
こ

と
が

出
来

た
。

（
5

0
代

・
男

性
・

広
島

県
）

9
/

6
 

 

・
無

料
で

こ
れ

だ
け

の
展

示
を

管
理

さ
れ

て
い

て
敬

服
い

た
し

ま
す

。
（

6
0

代
・

男
性

・
広

島
県

広
島

市
）

1
1

/
8

 
（

7
0

代
・

男
性

・
山

口
県

宇
部

市
）

1
1

/
9

 

・
無

料
で

こ
れ

だ
け

の
資

料
が

見
れ

る
の

は
す

ば
ら

し
い

！
も

っ
と

多
く

の
人

に
知

っ
て

も
ら

い
た

い
！

 
（

6
0

代
・

女
性

・
広

島
県

安
芸

郡
）

1
1

/
2

4
 

・
無

料
に

も
関

わ
ら

ず
、

歴
史

が
勉

強
で

き
る

資
料

が
多

々
あ

り
、

分
か

り
や

す
か

っ
た

。
（

3
0

代
・

男
性

・
広

島
県

呉
市

）
2

/
1

0
 



 

 

 ・
三

重
県

松
阪

市
と

縁
が

深
か

っ
た

こ
と

が
わ

か
っ

て
親

し
み

や
す

か
っ

た
。

（
6

0
代

・
女

性
・

三
重

県
津

市
）

1
2

/
1

6
 

・
い

ろ
ん

な
展

示
が

あ
っ

て
、

面
白

か
っ

た
で

す
！

！
ま

た
来

た
い

で
す

。
（

1
0

代
以

下
・

女
性

・
出

雲
市

）
1

/
2

4
 

・
ジ

オ
ラ

マ
が

分
か

り
や

す
く

て
良

か
っ

た
。

（
2

0
代

・
男

性
・

福
岡

県
太

宰
府

市
）

2
/

7
 

・
地

図
の

わ
か

り
や

す
い

比
較

（
今

と
昔

）
（

5
0

代
・

男
性

・
市

内
）

2
/
1

4
 

・
企

画
展

、
楽

し
み

に
し

て
い

ま
す

。
（

7
0

代
・

男
性

・
邑

南
町

）
2

/
1

8
 

・
展

示
の

工
夫

を
感

じ
れ

て
と

て
も

好
感

を
持

ち
ま

し
た

。
（

5
0

代
・

男
性

・
出

雲
市

）
2

/
2

1
 

・
歴

史
が

資
料

に
基

づ
い

て
紹

介
さ

れ
て

い
て

と
て

も
リ

ア
リ

テ
ィ

が
あ

り
ま

し
た

。
（

6
0

代
・

女
性

・
広

島
県

広
島

市
）

2
/
2

3
 

・
次

回
の

企
画

展
に

は
又

来
た

い
と

思
い

ま
す

。
（

6
0

代
・

男
性

・
市

内
）

2
/

2
1

 

・
直

筆
の

書
類

が
見

応
え

が
あ

り
ま

し
た

。
（

2
0

代
・

女
性

・
市

内
）

2
/

2
8

 

・
て

に
ね

い
に

展
示

さ
れ

て
お

あ
り

沢
山

の
方

に
み

て
ほ

し
い

で
す

。
（

8
0

代
以

上
・

女
性

・
市

内
）

3
/
4

 

・
映

像
に

よ
る

紹
介

ビ
デ

オ
、

展
示

と
も

分
か

り
や

す
か

っ
た

で
す

。
ま

た
、

三
次

人
形

と
関

わ
り

の
あ

る
長

浜
人

形
の

展
示

が
み

ら
れ

て
よ

か
っ

た
で

す
。

 

 
（

興
味

を
も

っ
て

い
た

の
で

）
（

4
0

代
・

男
性

・
広

島
県

広
島

市
）

3
/
8

 

・
北

前
船

の
寄

港
地

だ
と

は
知

ら
な

か
っ

た
。

資
料

館
が

す
ば

ら
し

い
。

（
6

0
代

・
男

性
・

岡
山

県
岡

山
市

）
3

/
2

6
 

・
古

文
書

の
文

字
が

な
ん

と
書

い
て

あ
る

の
か

わ
か

ら
な

い
。

参
考

と
し

て
横

な
ど

に
現

代
文

字
に

し
て

展
示

し
て

あ
れ

ば
興

味
が

も
っ

と
わ

く
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
 

 
（

7
0

代
・

男
性

・
市

内
）

3
/
2

6
 

【
P

R
に

つ
い

て
】

 

・
映

像
を

見
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

な
ど

も
っ

と
宣

伝
さ

れ
る

と
良

い
で

す
。

（
6

0
代

・
男

性
新

潟
県

新
潟

市
）

9
/

6
 

・
車

椅
子

の
昇

降
機

、
利

用
で

き
る

こ
と

を
初

め
て

知
り

ま
し

た
。

宣
伝

し
て

も
良

い
か

も
。

（
5

0
代

・
女

性
・

市
内

）
2

/
1

4
 

・
も

っ
と

宣
伝

し
て

く
だ

さ
い

！
御

座
所

に
入

れ
る

よ
う

な
所

は
、

滅
多

に
な

い
で

す
よ

ー
！

（
5

0
代

・
男

性
・

愛
知

県
名

古
屋

市
天

白
区

）
3

/
1

9
 

【
そ

の
他

（
ご

要
望

等
）

】
 

・
土

産
品

が
あ

る
と

い
い

で
す

。
 

・
お

土
産

や
参

考
資

料
な

ど
を

買
い

た
い

お
客

さ
ん

も
多

数
居

ら
れ

ま
す

。
売

店
な

ど
の

充
実

を
計

ら
れ

る
事

も
積

極
的

に
取

り
組

ま
れ

た
ら

良
い

の
で

は
！

 

 
（

7
0

代
・

男
性

・
市

内
）

9
/
1

0
、

（
5

0
代

・
男

性
・

広
島

県
三

原
市

）
3

/
1

7
、

（
5

0
代

・
女

性
・

大
阪

府
東

大
阪

市
）

1
2

/
2

8
 

・
図

録
が

あ
る

と
う

れ
し

い
で

す
（

4
0

代
・

男
性

・
東

京
都

世
田

谷
区

）
1

1
/

2
8

 
・

案
内

版
の

総
合

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
製

を
。

（
7

0
代

・
男

性
・

横
浜

市
）

1
1

/
1

2
 

・
市

民
と

の
交

流
イ

ベ
ン

ト
、

宿
泊

体
験

、
カ

フ
ェ

オ
ー

プ
ン

（
５

０
代

・
男

性
・

市
内

）
５

/
1

 

・
全

館
一

周
出

来
ま

す
よ

う
に

と
、

道
案

内
、

看
板

を
。

駅
か

ら
道

案
内

を
…

。
人

形
は

多
く

い
ら

な
い

。
（

7
0

代
・

男
性

・
市

内
）

1
0

/
1

1
 

・
ト

イ
レ

が
遠

い
。

（
館

内
希

望
）

（
1

0
代

以
下

・
女

性
・

市
内

）
9

/
2

3
 

・
駐

車
場

が
遠

い
。

（
5

0
代

・
男

性
・

市
内

）
９

/
2

3
 
 

・
駐

車
場

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

。
（

6
0

代
・

男
性

・
神

奈
川

県
相

模
原

市
）

1
1

/
1

3
 

・
見

学
の

動
線

が
示

さ
れ

れ
ば

、
も

っ
と

良
い

か
と

思
い

ま
す

。
（

5
0

代
・

男
性

・
福

岡
県

北
九

州
市

）
1

0
/
2

3
 

・
御

城
印

を
字

だ
け

で
は

な
く

も
う

一
声

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
（

攻
城

団
の

サ
イ

ト
な

ど
を

参
考

に
）

御
周

印
や

御
城

印
を

こ
ち

ら
で

も
販

売
さ

れ
て

も
い

い
の

で
は

と
 

 
思

い
ま

す
。

 
（

4
0

代
・

男
性

・
市

内
）

７
/
1

0
 

・
北

前
船

の
C

G
画

像
の

防
波

堤
は

C
G

で
消

し
た

方
が

よ
い

か
も

、
と

思
い

ま
し

た
。

（
2

0
代

・
男

性
・

東
京

都
台

東
区

）
9

/
1

9
 

・
ア

ク
セ

ス
の

道
路

が
せ

ま
く

、
少

し
怖

か
っ

た
で

す
。

看
板

も
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

（
6

0
代

・
男

性
・

滋
賀

県
野

洲
市

）
９

月
2

6
日

 

・
ビ

デ
オ

映
像

の
女

性
の

声
が

き
こ

え
に

く
い

。
（

3
0

代
・

女
性

・
神

奈
川

県
）

1
0

/
1

1
 
 

 
・

モ
ニ

タ
ー

の
音

が
大

き
す

ぎ
る

。
（

6
0

代
・

男
性

・
山

口
県

下
松

市
）

1
1

/
9

 

・
1

0
0

名
城

 
城

カ
ー

ド
を

発
売

し
て

頂
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
（

5
0

代
・

男
性

・
兵

庫
県

神
戸

市
里

水
区

）
1

1
/
9

 



 

 

 ・
敷

地
周

辺
に

垣
根

が
あ

る
と

良
い

の
で

は
。

（
7

0
代

・
男

性
・

福
岡

県
北

九
州

市
）

1
1

/
1

6
 

・
郷

土
資

料
館

と
の

つ
な

が
り

を
も

う
少

し
（

4
0

代
・

男
性

・
市

内
）

1
1

/
2

8
 

・
可

能
で

あ
れ

ば
、

浜
田

城
の

発
掘

調
査

書
が

あ
れ

ば
よ

い
か

と
思

う
。

（
4

0
代

・
男

性
・

千
葉

県
白

井
市

）
1

/
8

 

・
浜

田
の

歴
史

（
郷

土
史

）
を

小
中

学
に

学
校

の
授

業
の

中
に

取
り

入
れ

て
教

え
、

郷
土

愛
を

育
て

て
望

し
い

。
（

7
0

代
・

男
性

・
市

内
）

1
/

1
7

 

・
た

の
し

か
っ

た
、

別
名

亀
山

城
を

知
っ

た
。
な

ぜ
亀

山
な

の
か

？
（

2
0

代
・

女
性

・
市

内
）

1
/
2

2
 

・
一

見
、

あ
り

き
た

り
な

歴
史

内
容

と
思

っ
て

い
た

け
ど

、
飛

地
（

1
カ

所
行

っ
た

こ
と

有
り

）
の

存
在

と
変

遷
が

と
て

も
お

も
し

ろ
か

っ
た

。
も

っ
と

知
り

た
い

。
石

見
焼

も
民

藝
 

ブ
ー

ム
な

の
で

調
べ

た
ら

お
も

し
ろ

そ
う

。
他

の
件

で
や

っ
て

い
る

ア
ン

テ
ィ

ー
ク

民
藝

も
の

は
山

陰
の

お
の

が
主

流
な

の
で

石
見

瓦
、

石
見

焼
に

つ
い

て
ま

た
展

示
し

て
ほ

 

 
し

い
。

入
場

料
1

0
0

円
（

障
が

い
者

、
幼

児
は

0
円

）
と

っ
て

も
よ

い
の

で
は

。
ま

た
伺

い
ま

す
。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
（

6
0

代
・

女
性

・
市

内
）

1
/
2

2
 

・
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

が
あ

る
と

い
い

な
と

思
い

ま
す

。
（

4
0

代
・

女
性

・
鳥

取
県

米
子

市
）

2
/

2
2

 

・
入

館
料

を
と

っ
て

館
内

の
維

持
費

に
し

て
は

？
（

7
0

代
・

男
性

・
愛

媛
県

伊
予

市
）

9
/

2
3

 

・
本

当
に

無
料

で
良

い
の

か
！

？
（

3
0

代
・

女
性

・
広

島
県

広
島

市
）

1
0

/
1

2
 

・
後

世
へ

残
し

て
ほ

し
い

施
設

だ
と

思
い

ま
す

の
で

大
切

に
保

存
し

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

（
5

0
代

・
男

性
・

大
田

市
）

4
/
1

 
 

・
と

て
も

丁
寧

な
展

示
物

で
し

た
。

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

浜
田

の
深

い
と

こ
ろ

が
わ

か
り

ま
し

た
。

（
6

0
代

・
男

性
・

出
雲

市
）

５
/
2

 

・
こ

の
た

び
、

浜
田

出
身

の
方

と
結

婚
す

る
こ

と
に

な
り

訪
問

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
ま

た
来

ま
す

。
（

5
0

代
・

男
性

・
東

京
都

新
宿

区
）

9
/

1
5

 

・
先

祖
が

外
ノ

浦
、

雲
津

屋
で

し
た

の
で

た
い

へ
ん

う
れ

し
く

拝
見

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
（

5
0

代
・

男
性

・
奈

良
県

）
 

・
維

持
管

理
は

大
変

だ
と

思
い

ま
す

が
、

日
本

の
遺

産
の

1
つ

と
し

て
残

し
つ

づ
け

て
下

さ
い

。
外

ノ
浦

と
日

本
海

の
景

色
が

美
し

い
。

 

 
（

6
0

代
・

女
性

・
神

奈
川

県
横

浜
市

）
1

0
/
2

5
 

・
な

ん
と

な
く

来
て

み
ま

し
た

が
、

来
て

良
か

っ
た

で
す

。
（

2
0

代
・

女
性

・
千

葉
県

千
葉

市
）

1
0

/
3

0
 

・
元

近
鉄

バ
ッ

フ
ァ

ロ
ー

ズ
の

梨
田

さ
ん

が
浜

田
高

校
出

身
を

知
っ

て
い

た
の

で
、
い

つ
か

来
て

み
た

い
と

思
っ

て
い

ま
し

た
。

4
0

年
来

の
思

い
を

達
成

で
き

て
よ

か
っ

た
で

 

 
す

。
本

丸
か

ら
み

た
日

本
海

も
サ

イ
コ

ー
で

し
た

。
（

6
0

代
・

男
性

・
神

奈
川

県
藤

沢
市

）
1

1
/
1

 

・
初

め
て

知
っ

た
浜

田
城

。
と

な
り

の
県

は
わ

か
ら

な
い

も
の

だ
。

石
見

銀
山

に
よ

っ
て

見
よ

う
と

こ
こ

を
泊

に
し

た
が

、
城

が
あ

る
の

が
わ

か
っ

た
。

 

 
（

6
0

代
・

男
性

・
鳥

取
県

三
朝

町
）

3
/
1

1
 

・
ビ

デ
オ

が
よ

か
っ

た
。

わ
か

り
易

い
。

（
6

0
代

・
女

性
・

東
京

都
立

川
区

）
3

/
2

2
 

・
浜

田
市

が
歴

史
が

あ
り

、
大

変
魅

力
的

な
街

で
あ

る
と

い
う

こ
と

が
良

く
わ

か
り

ま
し

た
。

（
5

0
代

・
男

性
・

愛
媛

県
松

山
市

）
2

/
2

4
 

・
無

料
で

な
く

て
も

見
る

価
値

が
あ

る
と

思
い

ま
し

た
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

（
5

0
代

・
男

性
・

東
京

都
八

王
子

市
）

1
1

/
1

1
 

・
子

ど
も

た
ち

に
甲

冑
を

着
せ

て
く

れ
た

り
、

優
し

く
対

応
し

て
く

だ
さ

り
、

大
変

楽
し

め
ま

し
た

。
（

4
0

代
・

女
性

・
愛

媛
県

東
温

市
）

1
1

/
2

2
 

・
受

付
の

方
感

じ
の

よ
い

方
（

7
0

代
・

女
性

・
徳

島
県

）
 

・
体

験
を

子
ど

も
た

ち
が

大
変

よ
ろ

こ
ん

で
ま

し
た

。
（

4
0

代
・

男
性

・
広

島
県

）
1

1
/

1
6

 

・
思

っ
て

い
た

よ
り

立
派

な
城

跡
で

、
近

く
に

資
料

館
も

あ
り

、
来

て
良

か
っ

た
で

す
。

（
4

0
代

・
女

性
・

広
島

県
大

竹
市

）
1

1
/
3

0
 

・
V

T
R

等
S

N
S

活
用

さ
れ

て
い

て
よ

い
で

す
よ

。
（

5
0

代
・

女
性

・
愛

知
県

名
古

屋
市

）
1

2
/
2

8
 

・
ユ

ー
チ

ュ
ー

ブ
の

浜
田

城
は

良
い

取
り

組
み

だ
と

思
い

ま
し

た
。

（
5

0
代

・
男

性
・

愛
知

県
名

古
屋

市
）

1
2

/
2

8
 

・
保

存
大

変
だ

と
思

い
ま

す
が

が
ん

ば
っ

て
下

さ
い

。
（

5
0

代
・

男
性

・
東

京
都

目
黒

区
）

3
/
1

 

・
こ

れ
か

ら
も

長
く

、
開

館
し

て
欲

し
い

。
（

7
0

代
・

男
性

・
山

口
県

）
2

/
7

 

・
孫

を
つ

れ
て

来
た

い
と

思
っ

た
。

（
6

0
代

・
女

性
・

市
内

）
2

/
1

1
 

・
た

く
さ

ん
の

資
料

、
普

通
で

あ
れ

ば
入

場
料

金
が

当
然

だ
が

、
素

敵
な

資
料

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

（
元

学
校

関
係

者
・

校
長

）
 



 

 

  
（

8
0

代
以

上
・

男
性

・
広

島
県

廿
日

市
市

）
3

/
6

 

・
来

て
よ

か
っ

た
で

す
。

北
前

船
の

こ
と

を
調

べ
て

み
よ

う
と

思
い

ま
す

。
（

4
0

代
・

女
性

・
神

奈
川

県
愛

甲
郡

愛
川

町
）

3
/
7

 

・
兄

が
住

ん
で

い
た

（
漁

業
関

係
で

）
時

代
が

あ
り

興
味

が
あ

り
ま

し
た

が
、

初
め

て
見

学
し

ま
し

た
。

歴
史

の
重

要
な

場
所

だ
っ

た
こ

と
を

改
め

て
知

り
ま

し
た

。
 

 
（

7
0

代
・

男
性

・
出

雲
市

）
3

/
7

 

・
見

ど
こ

ろ
多

数
で

時
間

が
た

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

（
5

0
代

・
男

性
・

大
阪

府
）

3
/
1

5
 

・
よ

く
整

っ
た

施
設

だ
と

思
い

ま
す

。
よ

り
多

く
の

人
に

知
ら

し
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

（
6

0
代

・
男

性
・

東
京

都
）

3
/

1
5

 

・
歴

史
遺

産
を

大
切

に
し

て
い

て
、

素
晴

ら
し

い
。

（
8

0
代

以
上

・
男

性
・

愛
知

県
名

古
屋

市
）

3
/
2

2
 

・
浜

田
は

何
十

回
も

来
て

い
ま

す
が

、
浜

田
城

の
魅

力
は

気
づ

か
な

か
っ

た
。

小
さ

い
け

れ
ど

、
も

っ
と

広
島

に
ア

ピ
ー

ル
し

た
方

が
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

 
（

6
0

代
・

男
性

・
広

島
県

廿
日

市
市

）
3

/
2

2
 

・
今

回
は

明
治

時
代

の
先

祖
の

生
ま

れ
た

場
所

な
ど

を
訪

ね
た

く
て

行
き

ま
し

た
。

受
付

の
係

の
方

が
詳

し
く

教
え

て
下

さ
り

、
旧

の
地

名
か

ら
現

在
の

場
所

を
教

え
て

 
 

 
下

さ
り

、
そ

の
場

所
を

訪
ね

る
事

が
出

来
て

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

（
7

0
代

・
男

性
・

京
都

府
上

京
区

）
3

/
2

0
 

・
浜

田
市

の
立

派
な

資
料

館
が

あ
る

こ
と

を
も

っ
と

P
R

し
て

下
さ

い
。

（
6

0
代

・
男

性
・

愛
知

県
稲

沢
市

）
3

/
2

5
 

【
ご

意
見

】
 

・
解

説
（

ビ
デ

オ
？

）
？

の
中

で
「

花
神

」
の

下
が

あ
る

け
れ

ど
も

、
浜

田
藩

に
対

し
て

、
あ

ま
り

よ
い

よ
う

に
書

か
れ

て
な

か
っ

た
気

が
す

る
。

 

 
（

6
0

代
・

男
性

・
秋

田
県

秋
田

市
）

1
0

/
2

3
 

・
映

像
の

上
映

時
間

5
分

前
後

が
良

い
の

で
は

？
（

6
0

代
・

男
性

・
不

明
）

1
1

/
2

9
 

・
浜

田
に

は
き

ち
ん

と
し

た
資

料
館

が
な

く
、

ま
た

様
々

な
遺

跡
、

遺
構

な
ど

の
説

明
が

十
分

で
な

い
と

思
い

ま
す

。
 

も
っ

と
若

い
人

達
の

力
を

か
り

て
観

光
に

大
い

に
P

R

し
て

下
さ

い
。

隣
の

益
田

、
江

津
な

ど
は

元
気

に
感

じ
ま

す
。

（
7

0
代

・
男

性
・

広
島

県
廿

日
市

市
）

1
/

1
7

 

・
映

像
に

興
味

あ
り

、
大

変
な

ご
苦

労
と

技
術

（
作

成
）

に
感

謝
い

た
し

ま
す

。
た

だ
、

加
齢

な
為

、
聞

き
取

り
難

い
と

こ
ろ

が
多

く
あ

り
、

イ
ヤ

ホ
ン

等
の

音
声

を
工

夫
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
。

（
7

0
代

・
男

性
・

市
内

）
1

/
2

3
 

・
お

雛
様

、
飾

り
方

に
ひ

と
工

夫
欲

し
い

な
と

思
い

ま
し

た
。

（
年

齢
未

記
入

・
女

性
・

市
内

）
2

/
1

9
 

・
ガ

イ
ド

ホ
ン

が
あ

れ
ば

嬉
し

い
。

（
7

0
代

・
男

性
・

京
都

府
京

都
市

）
3

/
1

0
 

・
知

名
度

を
高

め
て

欲
し

い
！

（
4

0
代

・
大

阪
府

大
阪

市
・

男
性

）
3

/
1

0
 

・
展

示
物

が
も

う
少

し
あ

れ
ば

良
い

と
思

う
。

（
5

0
代

・
男

性
・

大
田

市
）

3
/

1
1

 

・
外

ノ
浦

周
辺

の
観

光
ル

ー
ト

、
🄿

（
駐

車
場

）
な

ど
の

案
内

が
あ

る
と

良
い

と
思

い
ま

し
た

。
ネ

ッ
ト

で
調

べ
て

も
わ

か
ら

な
か

っ
た

の
で

。
 

 
（

5
0

代
・

女
性

・
大

分
県

大
分

市
）

3
/
1

8
 

・
浜

田
城

焼
失

後
、

ど
ん

な
苦

労
を

し
て

生
き

て
い

っ
た

か
興

味
あ

り
（

7
0

代
・

女
性

・
広

島
県

廿
日

市
市

）
3

/
2

0
 

・
城

全
体

、
城

下
町

全
体

の
ジ

オ
ラ

マ
が

あ
れ

ば
サ

イ
コ

ー
で

す
。

（
5

0
代

・
男

性
・

熊
本

県
熊

本
市

）
3

/
2

8
 

・
浜

田
は

は
じ

め
て

来
た

の
で

街
の

紹
介

が
も

う
少

し
あ

る
と

よ
か

っ
た

。
（

6
0

代
・

男
性

・
滋

賀
県

草
津

市
）

3
/

2
9

 



 



施設名 利用 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R７ 備考

一般 19 0 47 2 4 1 2 6

学校 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 19 0 47 2 4 1 2 6

一般 8 0 0 0 0 5 3 0

学校 0 0 0 0 0 15 0 0

合計 8 0 0 0 0 20 3 0

一般 228 19 207 25 20 111 127 50

学校 80 279 98 13 0 0 5 0

合計 308 298 305 38 20 111 132 50

金城支所展示 506 949 634 729 764

旭支所展示 61 47 195 191 141

弥栄支所展示 36 122 151 130 95

三隅支所展示 61 125 80 135 126

※R3年度集計開始

各資料館・支所展示利用状況（令和7年度）　

旭歴史民俗資料館 直営

弥栄郷土資料展示室 直営

三隅歴史民俗資料館 直営



 



 

 

 

郷土資料整理業務について  
 

1 業務目的  

市内各資料館をはじめとする市所有の歴史（古文書）、民俗、考古、

美術、自然等の郷土資料について、保管・管理状況を把握して整理を

行い、簡便な管理や活用に資することを目的とする。  

 業務は令和 6 年度から令和 8 年度に実施する。  
 

2 業務概要  

(1)資料の物理的整理 (保存状況の把握 ) 

(2)資料の台帳整理（リスト化と写真撮影）  

(3)保管場所の整理（種類別に一元化）  

施設名  整理前  整理後  

三階文化財保管庫  民具・考古等  民具を中心  

有福文化財保管庫  考古・古文書等  考古を中心  

雲城文化財保管庫  古文書等  古文書を中心  
 

3 各年度事業  

年  度  業務内容  

令

和

６

年 

( 1 )三階文化財保管 の環境整備と考古資料の搬出  

(2)有福文化財保管庫の古文書の搬出と考古資料の搬入・整理  

(3)雲城文化財保管庫の環境整備と古文書の搬入・整理  

７

年(

実

績)
 

(1)浜田郷土資料館資料整理  

・展示室、各収蔵庫の資料確認と整理及び搬出  

・特別収蔵庫の絵画等梱包及び収納棚の作成  

・郷土資料館資料台帳データの修正と新規作成  

８

年 

(1)浜田郷土資料館資料整理  

 ・古写真、絵葉書 の確認と整理  

(2)各資料館の資料確認整理（台帳や写真の補足等）  

(3)整理業務の最終報告作成  

 

 

 

 



 

 

 

 

雲城文化財保管庫状況 1 

 

雲城文化財保管庫状況 2 

 

[  

 

1F 収蔵庫整理前  1F 収蔵庫整理後  

特別収蔵庫整理前  特別収蔵庫整理後  

特別収蔵庫整理前  特別収蔵庫整理後  

2F 収蔵庫整理前  2F 収蔵庫整理後  


